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1.事業の概要
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(1)事業の目的
・市街地の交通円滑化 、東葛飾北部地域の東西方向の道路ネットワークの強化

凡例

１次路線（高規格幹線道路）
１次路線（一般国道）
１次路線（県道）
１次路線（有料道路）
２次路線（県道）

＜緊急輸送路＞

＜緊急輸送路を補完する道路＞

主要地方道
一般県道

事業箇所

埼玉県

吉川市

茨城県

守谷市

野田市

東西方向の
ネットワーク強化 柏市

流山市

（都）今上木野崎線(一)川藤野田線

南部工業団地
入口交差点野田市

山崎交差点

事業区間

一般県道川藤野田線を国道１６号まで延伸



①

①
②

② ③

③
④

④

東武野田線
梅郷駅

野田市
山崎交差点

南部工業団地
入口交差点

第179号踏切
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切

1.事業の概要

4

(2)事業内容

【事業概要】

整備延長：Ｌ＝０．７ｋｍ（車線数 ４車線）

道路幅員：Ｗ＝２５～３９ｍ

道路規格：４種１級

設計速度：６０ｋｍ/ｈ

鉄道立体横断施設１基（アンダーパス）

【横断面図】



2.事業の状況
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□ 事業経緯

平成24年度 事業着手

平成25年度～ 用地買収

□ 事業費（平成28年度末見込み）

全体事業費 ： 82.0億円

投資済み事業費： 2.5億円（進捗率 3.1％）

□ 用地面積（平成28年度末見込み）

用地計画面積：24,264.83㎡

用地取得面積： 5,944.89㎡（進捗率 24.5％）



3.事業の整備効果

(1)－1 交通渋滞の状況

南部工業団地
入口交差点

【ボトルネック踏切】 ピーク時間あたりの遮断時間が40分以上、又は踏切
交通遮断量（1日交通量×踏切遮断時間）が5万台時/日以上となる踏切

・国道や幹線道路から市道1260号線へ通過交通が流入することにより渋滞が発生

・ボトルネック踏切により、 56,624台時/日 の交通が遮断 （H28公表 踏切安全通行カルテより）
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野田市
山崎交差点

市道1260号線の交通状況

踏切部の状況

山崎野田線方面の状況踏切前後の状況

クランク部の交通状況

市道側へ流入する
大型者の通行により
右折車線において、
ピーク時に110mの
渋滞長が発生

野田市
山崎交差点

踏切名：
野田線第179号
(56,624台時/日)

凡例
事業区間
国道
市道
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切
主要渋滞箇所
通学路

大型車の通行状況

国道16号方面の状況



3.事業の整備効果

(1)－2 市街地交通の円滑化

・バイパス整備による交通の円滑化

＜現況＞ 通過時間：約17分（混雑時） ⇒ ＜整備後＞ 通過時間：約1分 （約16分短縮）
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南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

踏切名：
野田線第179号

【現 況】

通過時間
約17分

（混雑時）

南部工業団地
入口交差点

踏切名：
野田線第179号

【整備後】

通過時間
約1分

凡例

事業区間
国道
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切

野田市
山崎交差点

通過時間

約16分短縮



3.事業の整備効果

(1)－3 ボトルネック踏切の解消等
・交通量の改善により、ボトルネック踏切が解消

＜現況＞ 踏切交通遮断量 ： 56,624台時/日 ⇒ ＜整備後＞ 32,100台時/日

・大型車の交通量減少により、通学路の安全性が向上

＜現況＞ 大型車交通量： 3,142台/日 ⇒ ＜整備後＞ 912台/日
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南部工業団地
入口交差点

踏切名：
野田線第179号

【現況】
踏切遮断交通量 56,624台時／日

【整備後】
踏切遮断交通量 32,100台時／日
⇒遮断交通量50.000台時／日未満となり、

ボトルネック踏切が解消

凡例

事業区間
国道
ボトルネック踏切
クランク箇所

野田市
山崎交差点

【現況】
大型車交通量 3,142台/日

（自動車交通量 11,556台/日）

【整備後】
大型車交通量 912台/日

（自動車交通量 6,551台/日）

【ボトルネック踏切】
ピーク時間あたりの遮断時間が40分

以上、又は踏切交通遮断量（１日交通
量×踏切遮断時間）が5万台時/日以
上となる踏切



3.事業の整備効果

(2)－1 医療・防災機能の現状
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凡例

事業区間
現在のルート
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切

＜道路種別等＞

＜緊急輸送路＞
１次路線
２次路線

小張総合病院
（二次緊急医療機関）

・交通渋滞、ボトルネック踏切の影響により、救急搬送に支障が生じている

・災害時に、１次路線を補完する道路が整備されていない

＜現 況＞
所用時間

約27分（混雑時）

踏切名：
野田線第179号

【二次緊急医療】 主に救急車により搬送され入院が必要
なケガや病気を対象とした救急医療のこと

ｷｯｺｰﾏﾝ総合病院
（二次緊急医療機関）

踏切名：
野田線第159号

埼玉県吉川市

野田市

野田市みずき地区
※野田市主要住宅地区

茨城県守谷市



埼玉県吉川市

小張総合病院
（二次緊急医療機関）

＜現 況＞
所要時間

約27分（混雑時） 踏切名：
野田線第179号

＜整備後＞
所要時間
約11分

所要時間

約16分短縮

凡例

新ルート区間
現況ルート区間
ボトルネック踏切

＜道路種別等＞

＜緊急輸送路＞
１次路線
２次路線

3.事業の整備効果

(2)－2 救急搬送時間の短縮
・小張総合病院 （二次緊急医療機関）等へのアクセス性が向上

＜現況＞所要時間約27分 ⇒ ＜整備後＞ 所要時間約11分 （約16分短縮）
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ｷｯｺｰﾏﾝ総合病院
（二次緊急医療機関）

野田市

出典：「カーラーの曲線」一部改変

（M.Cara:1981）

多量出血患者
の死亡率が
低減

野田市みずき地区
※野田市主要住宅地区



3.整備効果

(2)－3 防災機能の向上
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凡例

事業区間
供用済み区間
ボトルネック踏切

＜道路種別等＞

＜緊急輸送路＞

１次路線（国道、県道）
１次路線（高規格道路）
２次路線（県道）

【緊急輸送道路】
大規模な地震が発生した際、避難・救助、物資

供給等の応急対策活動を広域的に実施し、非常
事態に対応した交通を確保することを目的に指定
された道路
【１次路線】

県の本庁舎及び県土整備部出先機関や空港及
び主要港湾へ通じる道路
【２次路線】

1次路線と市町村役場、主要な防災拠点（救急
物資等の備蓄地点等）を相互に連絡する幹線的
な国・県道、市町村道

踏切名：
野田線第179号

埼玉県

吉川市

茨城県

守谷市

踏切名：
野田線第159号

災害時の道路
ネットワーク強化

・１次路線（一般国道16号、（主）松戸野田線）の道路ネットワークを補完する

道路となり、災害時の避難・救助、物資輸送等のルートとして機能することが期待



4.事業投資効果

(1) 費用便益比の算定 ■便益算定フロー図

費用便益分析マニュアル
平成20年11月

国土交通省

道路局、都市・地域整備局

■費用および便益算定の前提
基準年次 ：平成28年度
検討年数 ：供用後50年間
社会的割引率 ：4％

■費用の算定

道路整備に
要する事業費

道路維持管理
に要する費用

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■現在価値の算定

便益の現在価値（B） 費用の現在価値（C）

費用便益分析の実施（B／C）

社
会
的
割
引
率
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【事業全体】

(2) 費用便益比

4.事業投資効果

注１）便益・費用については、基準年（平成28年度）における現在価値後の値である。
注２）費用及び便益額整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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■計算条件

・基準年次 ：平成28年度
・供用開始年次 ：平成31年度

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

77億円

2.1

総便益

163億円

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総事業費 維持管理費 総費用

便益（Ｂ）

費用（Ｃ）

128億円 27.7億円 7.3億円

76億円 0.7億円

【残事業】
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

68億円

2.4

総便益

163億円

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総事業費 維持管理費 総費用

便益（Ｂ）

費用（Ｃ）

128億円 27.7億円 7.3億円

67億円 0.7億円



5.コスト縮減

□ 資源の有効活用による処理費用の縮減と環境対策

14

建設発生土の有効活用 掘削土砂の有効活用

・本事業は切土が多く、残土が多く発生するが、他事業への有効活用により、
残土処理費用を縮減



6.対応方針（案）

事業を継続し、効果の早期発現を目指す

【理 由】

○費用便益比（Ｂ/Ｃ） ⇒ 『 2.1 』

○整備効果

・バイパス整備による交通の円滑化

・交通量の改善によるボトルネック踏切の解消

・大型車交通量の減少による通学路の安全性向上

・医療・防災機能の向上
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